
札幌気象業務 150 周年式典 札幌市長 祝辞 

 

 

 札幌気象業務が 150 周年という大きな節目を迎えられましたことを、心より

お祝い申し上げます。 

 札幌における気象業務は、本市の発展の歴史とともに歩みを重ねてまいりま

した。150 年という長きにわたり、経済活動の発展や市民生活の安全・安心を

支えてこられた札幌管区気象台をはじめとする関係者の皆様に、深く敬意を表

しますとともに、心から感謝を申し上げます。 

 札幌市は、人口約 196 万人を擁する北海道最大の都市でありながら、年間降

雪量が 4 メートルを超える世界でも有数の積雪寒冷都市です。日々の天気予報

や降雪予測は、市民の暮らしはもとより、道路除雪や交通機関の運行、学校運

営、企業活動など、都市機能を支える極めて重要な情報となっております。ま

た、国内外から多くの観光客をお迎えする本市にとりまして、気象情報は日常

生活のみならず、観光や経済活動を支える不可欠な基盤でもございます。  

札幌市と札幌管区気象台は、これまでもホットラインを構築するなど緊密な

連携を図ってまいりました。大規模な災害が発生するおそれがある場合には、

本市の災害対策本部に気象台の職員にご出席いただくなど、防災体制の強化を

はじめ、気象情報の迅速な共有や市民への的確な注意喚起に取り組んでおりま

す。 災害に強く、誰もが安全で安心して暮らせるまちづくりを進めるうえで、

札幌管区気象台の果たす役割は極めて重要です。今後とも、本市の防災行政に

一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げます。 

結びになりますが、札幌気象業務の 150 周年を改めてお祝い申し上げますと

ともに、札幌管区気象台のさらなるご飛躍と、本日ご参集の皆様のご健勝、ご

多幸をご祈念申し上げ、お祝いの言葉といたします。 

  

令和８年９月１日  札幌市長  秋元 克広 

（代読：札幌市危機管理監 西村 剛） 


